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斎 ―マ :<学び :変化の喜びとしての質>
姶

―

質的心理学者への祈り、そして、願い

一―<学び>の意味と構造を考えつつ、心理学研究者としての彿径の跡を省みて一一

淑徳大学 吉田章宏

謝 辞 ありがたく、うれい 、 R厨四 Jである。

<裏 GUAM>翻 麻す野測創ヒu朧臓尋曲畿シ、百のアリバイ作り挙旬の果ては、無櫛 、無謀で鱒□こ無剤つ :

<表GUAM>(愚直に頑張り、頑固な憂四ξ 哀と愛とをもつともつと、真に誠 実に信、慎lミ・・・)

心を澄まま 率蔵こ面醸L 沈黙はよし、が、嘘は言わなし、「問し」 を大切:亀 喜びを大切:亀 本気であることを大切lも

「共に育ちましょう」中 の心でお話ししたしヽ

全米劾饗躍ヨ 0月辞蘭輪状会でのPowesoFh CulesEamesDの こと。

安永潜の 晴潜の幾伺序」の、く天の神>の視点と<地の蟻>の視点の地喩 :パターン「AIB」 により話をすすめる。

聯 の基準線」:rfA私の図式、世界の図式:世界Jく顔獅け>=

日本質的雌理学会 の過去4回の大会の歴史に寄せて、磯夢憩耐吉Jと 4段階で語ることを試みる。

1)起承転結の起 :私の彿雀の跡を省みて ある生涯の物語 CA_l

l.私のた塾ま 睛 よりも1陽穏霧DttL力つた と見える。省みると、世界笏駒粥躍箋移住

―

たと、―
・きる。

tal窯
窯 悪 隠 靭 窯 婁 墓 l      ltζ il烏 ょ らふ易 三適 畠 、狡 豪 こ

育った 言濁炎・落語。冒口飽1¶唸粥鰺ヨ霊・E7J婦見・/2/頌賜せな凛材り誅警中餞星R当時R壺国 日本で 曜窮教育J盛

ん、発明風こ憶れ醜 4嗽 鍛輌 涸腱 謝 D入学は日米開戦の 1941樹卸 16b亀 米軍によ暴 疎開、5國蟻 決 6

…3.1945年ポツダム宣講野胤 常勝軍国日本の「大日,村制動 の大東亜戦争の世界から、一転、敗戦日本の「二等国」平和民主主義

骸  「日本国」の咄げレ、「180騰獅朧厳蜘 を経駐

4.戦後 中学2年生のま 裕福申 らヽ、貧乏のどん自の出和も 東京・関隷岬り静 らヽ大阪・関西い 。

5,終副糞壊調M瀬制中学2校 (神田・″割:1中学と大阪難波・南中り 。都立日比答高隣 0齢備随環■中学関。新制

―
の世界 (1947-50Dか ら高校の几才の世界 (1950-53)。 日比谷高校で、数学教師・岡田章先生と出会う。生涯の交わりとなる。

6.れ 2年t凡才の世界からさら1嘲孵額静「2年浪人」の世界^b自信過剰世界と自信喪失世界の間の落ち着きのない宙亀

7.誇り高き理科■類lミ 将来は数学を専攻することを望んで入れ い らぬうちに、客観的には、数学の「秀才」の
=人

となつてい

た しかし、その時点では、主観的には、受験秀才中の凡才に過ぎな力めa
8.駒場教養学部で「詢 。理料の世界から文科の世界へ、初めて自律的|●舞L

9.=材じこ毒趣生の人柄に堵めは 、未知の和争

…

 幅駄学院を含め東京大学に 10奪哺虔つ。

10.心理学の世界では、数量しこ嘔野の世界 0こ]螢則憲 姻 ヒ [蓼駕翻つ への熱中の歓喜から幻滅の悲哀、 波多野完治先生の

お導き鰤 腑鰹学の世界 ●1/ビンシュティめ 、

11_唯物論む理学の世界:ざ國ほして、議 飾里学の世界 ヽヘバネテックス、システム論、ピアジェ、ブルーナー、オースベル)、

12. 日本の東衰澪詢瑯断静も、粗 のイリノイ大澤窃′月錫シ、 3年で闘 。イリノイ爛 4芽手とし傷 3年 (1964‐つ。

13嘲 リノイ大学の世界から東部コ‐わ申 で1年余 (1967-19691。

14お茶の水女子大学に3年 (19硯離972D、 東京た判こ23年勤務 (1971-19951。 その間、デユケイン大学 (男秦響b口響つ に

1年 (1980-81)フリツプライト止朔硼移薔亀 疎謙け崎壌詢ヨ囲疑魚 審 に3氣 メ!賄湾錫剛年■た学に3制 し、枷臨りざ書こ、

現在まで7年半在職している。非常動0ま、東京大学教響判祇 同工詢氣 お茶の水女孔だれ 都留文科大学、群馬大学、中央大学、

埼韓 岩毛だ表 粛話だれ 大阪だ訳 岡山大学 九胤だ表 立教輝数 日本女子だ資 放送大学などで多くの学生と出会う。

1&その鳳 1971年から1982年までヽ 約10年間、斎藤喜博先生指導

―

の活動に活発に参加していた



以上における<学び>の経験を「自楓 に書いて札 が、簡潔こ書こうとしても畑 字で80枚に達してしまつた。その時点

で、これは今回の講演には使えないと、講演のために自伝を書くことを、断念した

産田恵之助の言葉「自伝を書いてみて、これは自分のためにする大切なことだとわかりましに・・・」(獅 自偽 、ム 7)

大会テーマには「変化としての喜びの質]とある。それま さらには、FALと しての<学び>の喜びと悲しみ、その颯]という主

題ともなろう。く学び>は、必ずく変化>を伴い、く変化>には、<喜びと悲しみ>を伴うこと。さらに、その<喜びと悲しみ>の

質は、く変化>を求める人間カミ何を求めて、どのような<変化>を求めたのかということに対応して、条件づけられる。

この自伝の中から、語り損なえば悔いがのこると思われる事柄からまず語 りたし、その後で、時間が許す限り、さらに、その場で

limpromptu)心 に浄いぶことを、自由に語ることにしたし、

0. 心壁判d目する数量化と因子分析をめぐる<学び>の喜びと悲しみの経験 (1961-1962p.

1.Duquesneu…
…

<学び>とその喜びと着
―

    (1980-198う 。

2.IHSRCひ繰藤鵜調膨駆動賭臨調 でのく学び>と <出会い>と、その喜びと悲しみの鶴乳

3.時 間臨 あればヽ再び、私網仄の い |こ立ち戻る。師 の喜びと悲じ夕翻饗先 恐らく、時間は無し、

2)承 :<学 び >の 変 化 の 喜 び と して の 質 lB)

<学び>、 真似る、学問=「問いを学びヽ学びを問う」、教育、発育、「共に育ちましょうJ <学び>の意味と他

<学び>とは 用書申つ動 賦 私の図ば、世界の欧 世堺」<顔団け>の変化棧

.寺田寅郵辱議籠 不連続な<学び>の統合化と観 ヒ「日常生活の世界と詩歌の世界― lt・ ・・J(嚇噛 )

<学び>の連続と不島は 1魏領研遺臓界間と中 、<帥 と躙 >
F8」 と 輸 BendJageF:囃 鯵lい萩ヨ駐ヌ3つ FoJと、世場璃開発劉駐ヌ貿ゅ「馴 職 ネLjと。

何故 鶴   (きまよし、 さすらしつ であるれ  M翫軸 hnen、 ALd田bt… 3峰 、なa

“

)「何が喜びで、何か悲1/4であった力」 世界内存在 :無自覚に、自覚的に、何を求めての街径であつたか

=‐・ 繁麓だ押哺議け                      =輔 匈・ま%:|   ■ i

「生 。名
`利

・道 。安・〕軸 億刻射織鋳的こ 共顎憬も、と波多鴫謡筋饉め壼メント)      :
く私と世界>餞泳浩 体験基喘爾

―
その現実とその認識のく喜びと悲しみ>

徹 腕 S― l蘇詢 鞠暉囁辱晰卵″陶 1/j乗と爛

生 :自 らのく学び>による変化をく私と世界>― と充実としての<悲喜>。 曙覧だ自的、濁いた喜び m膳得失の書の。

名 :我の<学び>の他者の世界でC瓢薦罰九 集団 (社会・文化・』腱0を介しての、意味付晩 漱石の 中 、Q期額麟調駄

能才的慮識t天才的意識 :漱、秀末 期 鋼 の時間的、空間的広がり)ひまの喜びと悲しみ、孤立の喜びと悲し粉 嚇 を

求めて孤立を恐れずJの精神め<悲喜>。 <学び>による変化1共 同一化する集合・集団の変化を隅 ヽ <悲喜>を伴う。時代的と

反時代的あるいは弗時代的 (く非反>動 。社会的と<非反>。 文化的とく非反>。 集目的とく非反>。 それぞれにく悲喜>あ り。

利 :鋼 力囃申い、/博議りG師、)それも、表GUAMか裏GUAM力、

―

<悲喜>の印ょ <学び>… も、<変化>
の質でもある。他訳 それがし功総る他者である力勁

=関
わつてくる。他者のく悲喜>を<悲喜>すること。出会いと別離のく悲喜>。

道 :<生名利>を超えた<道>あるいはく法>、 <真理>を学ぶことのく悲喜>。 く悲しみ>とは、時間的幌点から、虚しく浪費さ

れた時間への哀惜L人生の時間の充実N刺斃軌 常にく名>(出会いと男躍01こは<利>街 旧の利害の製協軒Dの議が伴う。

安 :</1化する>とく変化しない>。 進歩と熱 、</Arヒしなし、安>と、く刻 としつづける安>。 </24ヒ しなレツ議調生nility>と

く刻 ヒに対慮するい Uぬa“茜置け>鮨[RossA轟け)。 く変化することで変化しない>とく刻 ヒしないこと切 け る>。

楽 :く銘 利瞳安>を省みて梧ちて楽しむく楽>と、さらlこ そのく楽>を楽LtFK楽>と。く楽>に至る<学び>の<変化>を楽

しみ、ひいて|よ それに伴う<悲喜>を楽しLさ らには 働 <学び>を<学び>、 楽しれ・・ … 。

<進歩>の喜び 健難同能世界内。世界体うとく通過儀津L>(通約不能世界間・世界FHDの喜びと悲しヘ

新世界のく悲喜>と旧世界のく悲喜>と。たとえは 数量滲妻ヨ串 ける数学的厳圏ヒ 現像蝉毬え畔 における理解の関開亀

<自 己の変化>の害びと<世界の変化>の喜び :く時代。社会・文化の中の自己>
<学び>の喜び :フッサ=ル、「中 断 ることも、きわめて有用な応用力弩|き出され、世人の賞賛が得られることのできる

理論を発明することもわれわれにとつて十分な歓びでないとすれま・・・」(暁は鶏およ

-5)。
私い ψ鍮 る学のく学び>に喜ぴを覚えるか? それよ いかなるく学び>に喜びを覚えるような私である力、 という<私>への<
問い>でもある。それはまた、構 戯 る<学問>世界に生きているかという、自らが生きている<世界>への<問い>でもある。



‐
　

―
―
‐―

―

‘上

―

稀むとは自己を読むなり」董日恵之助

③  「何がそれ椰 とする、あるいは悲しみとする、状況をもたらした力」 =・

「外部から釧励輛 戦前の調 り ら`戦後の申 主義眩 敗戦国ドイツの心理学から、戦勝国アメリカの心理

学への熱狂的移行し日本から米国、世界諸国 (アメリカ、ドイツ、スイス、ソコ 。裕福から貧困:愛国主義から国際奎説 右から左、

そして、中間はローカルな所属集団により、優秀から平几 筑   「凡才、議 、天才」(夏目嗣 。全員戦 大移窃こ獅 らヽ、

少数、少数派3多数派の中のグ胸魚 少数派の中の象輿鷹 <学び>による変化に:よ 所属集団の変化を伴い、こ昭 Llこ伴う<悲

喜>は避けられない必然であつた。国内と国院 日本と米国、米国と欧州、時間的空間的社会的歴史的文化的:ミ Z簾ぢ訪め らヽ広い

交友、6狭い視野から広い視辱、 近い視線から遠い視線⌒b自禾1から他利卜、他利から無利 (そ して、利を超えるい 。・・・。

3)転 :質的 心 理 学 者 へ の 祈 り lAl:

質的心理学者たちの<悲喜>は ? 何を喜びとし 何を悲しみとする力、その質は?

貯詢」lよ 現実の他者に対してするのではなく、天に向けでする。それ散、独自としての「祈り」である。

わ く爵 餃顕野春蒟明甲り>は 唯-2隣 場の、真面の滲翡舗輸」瞳されることを祈る」

多種多様なく学び>と、それそれに伴う<喜びと悲しみ>の質があるに違いなし、

何を喜び何を悲しむかは 実は、その私 (=自 己)がどのようなく私>である力、を表現することになる。そして、それを他者に知

らせることになり、自らの在り方の自覚を促すことにもなる。申 嗅鰈があるから」をもつて、自らの研究テーマの

選択獅 づける 明 蹴 ― もそれと同じでよいの力、すなわち、幼き―
と同じでよいの力、 動 飾里講みヽ探究す

べき「議 可一その理由も含めて―の解明こそが課亀 質的雌理学者に可能な<学び>とそのく喜び>と く悲しみ>があろう。

生 :曜捗賽諸菫駐警馘内

一

Jと 「通日魏6日″団師覇澗の不連闘宰詢釣

名 :いかなる、どの集合・集団における「名Jである力、多数派と少数派、多数派の中の少数派と、少数派の中の多数派ヽく名>の

く悲喜>:虚しさを悟ることのく悲喜>、 虚しさを超えることの、<喜ひと悲じみ>

祉 <織 41rl>(―そヵ崚十曰卜(1銅ナと悲謗 > K―
―

ど揖者>ヽ

…
に<響 >。

道 :<世界>の理が、‐ と刊塀bの理であることを、<理智>(¬圧Dを薔ることのく喜悲>

安 :巧私と鰺 の安定と変化の<悲喜>:安定の停滞と、変化の残舞ま 安定と不安定による充実のく悲喜>

楽 :に私と世界覆糠掟セZ餌留囃卿ミと悲じ紛 を自他のものとすることの<喜悲>

4)結 :質的心理学者への願い lB):喜びと悲しみの質の向上のために

動 の、真正の

…

その創造の実現のためlξ ttЫ疇駐功 けヽてきたこと、皆さまに呼びかけ、力,願 うこと」

質的心理学者の方 :々ξ ttV冶 言葉倍 日動 督贈乙

A 学問「問いこそは 学問のいのち 問うを学び 学を問うこそ 学的

「問し可 カリに縄 質的

―

・麟 としてヽ1豫ヽ ′劉樹げてはどう力、

数学では、有名なェルランゲン・プログラムがあった 質獅疎 欄 しヽ の質を問うことを始めてくださいませんれ

そして、L飾響詢 と「質的心理学」への「問し」 を問い続けることこそ、真正の学ではないでしょうれ

明証「それ、本当? 本当に、本当、ホントかな?」

フッサ‐ル t形肉的およ中 における「蜘 携 動い (暉 と排罰難事躙彬端洵からの引用。

「明証の本質には 自己を無効に臥 自己を訂正することができるということが属している」)。 唱嚇に鴫副ヒと「否定の識 。

(麟 と判断Do ttGUAMの 現実上場して 表GUAM獅 燎 ろう 夢と理想場

言葉 畦諺礫は 翻務場の目妻お XltA 文の修オ蔵ヒ 謬議卜と堪装まとに」

心理学研究者は、数量処理の訓練は従来受けているが、文章・書 の訂練は、その学問分野の学徒としては受けてい

なし、 自己教育によるほかなし、ラじ資 」罰楓 あらゆる学芸に学ばなくてはならぬ。そのく学び>の価値は、これまでは ,こ理

学としては、認められていなかつた だが、これからは、・・・。それは、学としての軽 のものの充実と並行する。

自省「」Laしよう 甘え 傲慢 無知 劇廟

始まったばかりで、数年で第■線に立とうと、まだ大したことはなし、権威がるのは止めなくちゃ。ra心を忘れる勿 。曜劃

の毛嫌いでなく 

“

翫れS.1999、 「』塾 日関欄的に問え。Dmeyさえ「量 に関心名 舗艶釘Halに R蘭範

“

me蟻

眼差し:略調餞K 視線は遠く まなざしは 鋭くあれど 励 詢



ab燎っ′b理翁蕎勤の囃部町ま、名ヨ渇

―

きヽ 嘲 質ガ説勲つ短さ、翻副察 (聯痴瞥に峰計ケJl●至ら流D鑢 さ、名璃財児C沼詢ヒさ、

そして、「笑しヽ の貧しさ特徴的であつた。それを、lLDしましょう。人間洞察を深め大いに笑いましょう。

一

:ヽ

飲 蝶 県 微笑、故 冷まk嘲笑 ・・・。夕戯 る「笑し可が動 渕壁学の「笑υ可力、その質成

―
:鴫謗亀意義 共に備うる 学と芸 美と豊かさを 我と世界l司

鴫麟不明的 、鴫蟻不明の研俎 から、曝期に・意義を共に備えた研究に」。「問い」にも関わる。それに1よ 広く、他の

諸々の学芸と交流し、真善美を勤日島 それま 世界のみならずヽ 自己 (=君)を豊かにすることになる。仮にそうならなけれ

ば、それは自己満足に過ぎなし、 く自我と世界>とく実践と研究と学問>をく馨 >で満たしましょう。

<無利移剛圏町ヒ>御暖知りたりか?)

卿 なるか 私利超えたるか その仕事 他利に向力ヽ てヽ 無利とぞなれ

いわ底 ′い ら大和ヽ所雛Lが、望まれつ るヽ。それには、まずは <自 己と世界>の開 な欄 、ヽ求められる。

<質的心理学者>よ、<自己と世界>の充実した人となる日を目指しましょう。

心理学の統合 Lこ湖学 混沌の中の この学問 統合するは 質飾響詢

曇醸饗賓ま 外的見点から質心理学を n調明Jできょぅ。

…

世界内存在から量心理学を ru」 できょぅ。か ヽも
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